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普通期水稲移植時に側条施薬機で薬剤処理を行うと，育苗箱施用と同等の防除効果が得られる

普通期水稲における側条施薬機による側条施用の防除効果

・「高密度は種による密苗栽培技術」では育苗時の低コスト・省力化を期待できるが，育苗箱施用の殺虫効果の低下が懸念
・移植時に田面へ薬剤を投下する側条施薬機が開発されたことから，側条施用による防除効果の解明が必要

成果の内容

背景・目的

 イネウンカ類，コブノ メ

イガによる被害を育苗

箱施用と同等に低減

 普通期水稲の生産量

の安定化

 育苗箱施用に要する

作業時間が不要
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３殺虫成分とも，側条施用と育苗箱施用の防除効果は同等!!
期待される効果

〇普及対象・範囲
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【ﾋﾟﾒﾄﾛｼﾞﾝ剤の防除効果】

【ﾄﾘﾌﾙﾒｿﾞﾋﾟﾘﾑ剤の防除効果】

【ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ剤の防除効果】

（環境と調和した栽培技術確立事業）

側条施薬機（赤線内）による側条施用
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